




はじめに 

私共は,これまで長崎市内の多くの産婦人科医の協力を得て,約 8 年間にわたって,妊婦の

トキソプラズマ症について検討してきた。その結果を以下に要約すると, 

1)検査した全妊婦の 6～10%が IHA 抗体陽性であった。 

2)感染既往が疑われた妊婦について,感染が妊娠中におこったかを調べるために,妊娠期間

中の 2 回(約 2 週間隔)の採血により,IHA 抗体価を測定した。私共が調べた約 4500 名の妊

婦では,有意の抗体価上昇例は 1例もなかった。 

3)来院時,特異 IgM 抗体陽性であった 25 名の妊婦についても,抗体上昇の症例はなかった。 

4)抗体陽性高値の妊婦から,トキソプラズマ感染によると思われる先天異常の出生を 1 例

も認めなかった。 

以上の私共の成績から,妊婦のトキソプラズマ血清診断についても再検討を要するとの考

えから我国におけるトキソプラズマ(以下 T.P と略す)感染による先天異常の出生の有無や

今日行われている診断方法についての全国調査を行った。(期間昭和 60 年 8 月～12 月) 


